
東北中央自動車道の役割

対
象
地
域

雄勝中央病院
など

県立新庄病院
など

国道１３号国道１３号

医療（救急搬送）で医療（救急搬送）で

現道課題を解消することで、

①搬送時間の短縮

②安静搬送による患者への負担軽減

観光（交流）で観光（交流）で

横
手
市

山形新幹線
湯
沢
市東北中央道

犬っこまつり（湯沢市） 横手の雪まつり（かまくら）
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●計画段階評価の詳しい情報やインターネットによる回
答を行う場合は、湯沢河川国道事務所・山形河川国道
事務所ＨＰから以下のバナーをクリック。

●または、「東北中央道 秋田山形県境」で検索。

今はここ！
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東北中央道 秋田山形県境 検索検索

青森県
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福島県
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計画段階評価の流れ

昭和～金山

及位～上院内

下院内～雄勝こまち

院内道路(事業中)
３．０ｋｍ

H28開通予定

主寝坂道路
H20.3全線開通

横手

山形

福島

相馬

事業中区間
未事業化区間

（対象区間）

東北横断自動車道釜石秋田線

国土交通省 湯沢河川国道事務所 山形河川国道事務所
秋田県 山形県

湯沢市 新庄市 金山町 真室川町
１

東北中央自動車道

（昭和～金山、及位～上院内、下院内～雄勝こまち）における

計画検討に関するアンケート【第２回】

しょうわ かねやま のぞき かみいんない しもいんないかみいんない おがち

東北中央自動車道は、福島県相馬市を起点とし、福島県福島市や山形県山形市を経由して秋田県横手市
に至る延長約２６８ｋｍの高規格幹線道路です。

本調査は、未事業化区間である昭和～金山、及位～上院内、下院内～雄勝こまち間（以下、対象区間と
いう）の道路整備の計画検討にあたり、皆様のご意見をお聴きするためにアンケート調査を行うものです。

第２回アンケート調査（今回）では、対策案（ルート帯案）を検討していく上での留意事項（重視すべ
き項目）やインターチェンジなどの連絡位置についてご意見をお聴きしたく、ご協力をお願いします。

アンケートに関するお問い合わせ先

【秋田県】国土交通省 湯沢河川国道事務所 調査第二課
担当：渡辺（わたなべ）、加藤（かとう）

TEL：0183-73-5559 FAX：0183-72-2488

【山形県】国土交通省 山形河川国道事務所 調査第二課
担当：橋本（はしもと）、杉山（すぎやま）

TEL：023-688-8940 FAX：023-689-1081
８

秋田

山形

福島

仙台

北上横手

相馬

鶴岡

湯沢

新庄

米沢

盛岡

常
磐
道

秋田道

酒田

国道１３号
東北中央道

新
庄
市

地域の課題解決と活性化地域の課題解決と活性化東北の格子状ネットワークの形成東北の格子状ネットワークの形成

現道課題を解消することで、

①移動時間の短縮による滞在時間の増加

②定時性確保による立寄箇所の増加

物流（産業・農業）で物流（産業・農業）で

●東北中央自動車道は、福島県から山形県内陸と

秋田県の主要都市を連絡する重要な路線

現道課題を解消することで、

①東北の内陸部を結ぶ最短ルートの形成

②災害時にも、主要都市間で相互バックアッ
プが可能なネットワークの形成

③速達性や定時性の向上による、物流面での
輸送コスト削減や負担軽減

日本の国土軸として重要な路線
●ブロック中心都市は、災害時の相互バックアップの

ために多重化が必要

青森県

岩手県
秋田県

福島県

山形県
宮城県

下院内～雄勝こまち
及位～上院内
昭和～金山

秋田

山形

福島

仙台

首都圏へ

盛岡

高速道路の
ダブルネットワーク

第9回高速道路のあり方検討委員会 資料3のP7に加筆

青森

新潟

参考資料２



金 山 町

（県
）仁
田
山
平
岡
線

金 山 町

主寝坂道路
L=9.9㎞

泉田道路
L=8.2㎞

主寝坂道路
L=9.9㎞（県
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泉田道路
L=8.2㎞

主寝坂道路
L=9.9㎞（県
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現道活用区間
（改良有り）

現道活用区間
（改良有り）

昭和～金山間の 概ねのルート帯（案）

【案①】全線新設案

延 長 約 ９ｋｍ 構 造 サービス速度８０ｋｍ/ｈ（自動車専用道路） 費 用 約２６０～３１０億円

【案②】新設＋現道改良案

延 長 約１０ｋｍ 構 造 サービス速度６０ｋｍ/ｈ（一般道路） 費 用 約２３０～２８０億円

【案③】現道改良案

延 長 約１１ｋｍ 構 造 サービス速度６０ｋｍ/ｈ（一般道路） 費 用 約２１０～２６０億円

２

案

①

■整備イメージ

案

②

■整備イメージ

県道 R344

R13

サービス速度60km/h

主寝坂道路泉田道路

自動車専用道路

案

③

■整備イメージ

集落

都市計画用途区域

高規格(事業中)

高規格(供用中)

一般国道

主要地方道

一般県道

凡 例

昭和～金山

昭和～金山

昭和～金山

新庄市

泉田道路
L=8.2㎞

4,658台/日

8,624台/日

4,658台/日

8,624台/日

4,658台/日

8,624台/日

県道 R344

R13

サービス速度80km/h

主寝坂道路泉田道路

自動車専用道路

至

山
形

至 秋田
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山
形
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至

山
形
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金 山 町

新庄市

金 山 町

新庄市

金 山 町

明安小学校

金山
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金山
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明安小学校
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高校

金山
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消防(金山支署)
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金山町
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明安小学校

金山
高校

金山
中学校

消防(金山支署)

町立金山
診療所

(予定)消防
(金山支署)

金山
小学校

金山町
役場

事故の発生割合が高い箇所

全面通行止め発生箇所(H15-H24)

運搬排雪が必要な区間

防災点検要対策箇所

全線で新たに自動車専用道路を整備する案

現道課題が多い箇所は一般道バイパスを整備し、一部現道を改良する案

現道を改良する案

※上記はあくまで整備イメージであり、確定したものではないため、今後具体的な構造・形状について検討

※上記はあくまで整備イメージであり、確定したものではないため、今後具体的な構造・形状について検討

※上記はあくまで整備イメージであり、確定したものではないため、今後具体的な構造・形状について検討

自動車専用道路

県道 R344

サービス速度60km/h

主寝坂道路泉田道路

R13

■３つの案の比較

評価項目
自動車専用道路

（サービス速度80km/h）
一般道路

（サービス速度60km/h）

項目 指標
【案①】全線新設案
（延長＝約 9㎞）

【案②】新設＋現道改良案
（延長＝約10㎞）

【案③】現道改良案
（延長＝約11㎞）

政
策
目
標

冬期交通環境の改善
運搬排雪などの
交通規制の影響

・運搬排雪区間を回避可能

⇒軽減が大きい

・運搬排雪区間を回避可能

⇒軽減が大きい

・対応可能な堆雪幅の確保に
とどまる

⇒軽減は小さい

信頼性の高い道路
ネットワークの確保

事故・災害による
通行止めの影響
（待機や迂回）

・迂回路として機能

⇒影響が大きく改善

・部分的に迂回路として
機能

⇒影響が緩和

・新たな道路は構築されない

⇒影響は残る

医療施設への速達性
の向上、安静搬送の
実現

医療施設までの搬送
時間や患者への負担

（信号交差点の影響）

・交差が制限される自動車専
用道路を整備

⇒効果が大きく見込まれる

・交差が生じるが、部分的に
一般道路を整備

⇒効果が見込まれる

・現況とほとんど変わらない

⇒効果はさほど見込まれない

地域連携の強化
による観光流動等
の活性化

観光地への立寄箇所や
滞在時間の増加

(広域的な時間短縮等)

・時間短縮が大きく定時性が
向上

⇒増加が見込まれる

・時間短縮が小さく、定時性
はあまり変わらない

⇒増加はさほど見込まれない

・時間短縮が小さく、定時性
はあまり変わらない

⇒増加はさほど見込まれない

安全な道路環境の
確保

交通事故の発生リスク

・自動車専用道路と現道で交
通を分散

⇒軽減が大きい

・現道と交通を分散するが、
一部残る

⇒軽減が望める

・現況とほとんど変わらない

⇒軽減はさほど見込めない

道
路
整
備
に
よ
る
影
響

生活環境 沿道家屋への影響
・集落等を回避

⇒影響は小さい

・集落等を一部通過

⇒影響がある

・沿線集落等を拡幅等により
改良

⇒影響が特に大きい

自然環境 自然の改変
・全線において道路を新設

⇒改変がある

・ほとんどの区間で道路を
新設

⇒改変がある

・全線で現在の国道を改良

⇒改変は小さい

早期効果の発現 発現の時期 ・部分的な効果発現が困難 ・部分的な効果発現が困難
・開通したところから効果発
現が見込める

工事の影響 現道交通への影響
・現道での規制が少ない

⇒影響はほとんどない

・部分的に現道改良

⇒影響がある

・ほぼ全線が現道改良

⇒影響が大きい

コスト 整備に要する費用 約２６０～３１０億円 約２３０～２８０億円 約２１０～２６０億円

6,593

5,020

3,155

2,492

1,215

235

   (35%)

   (27%)

   (17%)

   (13%)

   (6%)

   (1%)

0 5,000 10,000

目的地までの時間がかかる
（冬期速度低下）

冬期の走りにくさ

除排雪等による
　　　　　　　車線規制が多い

交通事故のリスクが高い

通行止めが多い

その他

毎日, 

10%

週に数回

程度, 

12%

月に数回

程度, 

34%

ほとんど

利用しな

い, 37%

利用した

ことがな
い, 5%

無回答, 

1%

8,106

6,172

4,116

4,092

3,034

1,980

131

   (29%)

   (22%)

   (15%)

   (15%)

   (11%)

   (7%)

   (0%)

0 5,000 10,000

冬期の影響を受けにくい

事故が少なく安心できる

最短時間で結ぶ
　　　　物流経路の確保

災害等で通行止めに
　　　　　　　　　なりにくい

観光交流を促進する

救急病院に早く行ける

その他

6,505

2,581

2,524

1,194

469

348

   (48%)

   (19%)

   (19%)

   (9%)

   (3%)

   (3%)

0 5,000 10,000

観光・レジャー

業務（営業・運送）

家事・買物

通勤・通学

通院

その他

～第１回アンケート調査結果～（昭和～金山）

■利用頻度 ■利用目的

■困ったことや問題点 ■道路に求められる機能

総回答数：12,771票
総回答数:10,803票
総選択数:13,621個

総回答数:11,670票
総選択数:27,631個 ３

0  5,000               10,000

0               5,000 10,000 0               5,000              10,000

全体の約6割が
概ねの利用

総回答数:10,823票
総選択数:18,710個



108

13
13

至

山
形

至 由利本荘

3,275台/日

及位トンネル
L=90m

及位～上院内主寝坂道路（開通済）

L=9.9㎞

下院内～雄勝こまち

雄勝トンネル
L=1,375m

桐市場

秋田県

湯沢市

山形県

真室川町
ＪＲ及位駅

院内道路（事業中）

L=3.0㎞

現道活用区間

（改良有り）

3,438台/日

桐市場

ＪＲ及位駅

至 秋田

毎日, 2% 週に数回

程度, 6%

月に数回

程度, 
32%ほとんど

利用しな

い, 50%

利用した

ことがな

い, 8%

無回答, 

2%

7,168

5,586

4,075

4,069

3,256

1,522

111   (0%)

   (6%)

   (13%)

   (16%)

   (16%)

   (22%)

   (28%)

0 5,000 10,000

冬期の影響を受けにくい

事故が少なく安心できる

最短時間で結ぶ
　　　　物流経路の確保

災害等で通行止めに
　　　　　　　　　なりにくい

観光交流を促進する

救急病院に早く行ける

その他

6,188

5,060

2,409

2,175

1,309

176   (1%)

   (8%)

   (13%)

   (14%)

   (29%)

   (36%)

0 5,000 10,000

目的地までの時間がかかる
（冬期速度低下）

冬期の走りにくさ

交通事故のリスクが高い

除排雪等による
　　　　　　　車線規制が多い

通行止めが多い

その他

7,443

1,870

1,660

331

290

232   (2%)

   (2%)

   (3%)

   (14%)

   (16%)

   (63%)

0 5,000 10,000

観光・レジャー

業務（営業・運送）

家事・買物

通勤・通学

その他

通院
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13

13

至

山
形

至 由利本荘

至 秋田

3,275台/日

3,438台/日

及位トンネル
L=90m

及位～上院内主寝坂道路（開通済）

L=9.9㎞

下院内～雄勝こまち

雄勝トンネル
L=1,375m

秋田県

湯沢市

山形県

真室川町

院内道路（事業中）

L=3.0㎞

４

及位～上院内間の 概ねのルート帯（案）

【案①】全線新設案

延 長 約 ７ｋｍ 構 造 サービス速度８０ｋｍ/ｈ（自動車専用道路） 費 用 約２８０～３３０億円

【案②】新設＋現道改良案

延 長 約７ｋｍ 構 造 サービス速度６０ｋｍ/ｈ（一般道路） 費 用 約１００～１５０億円

■２つの案の比較

■利用頻度 ■利用目的

■困ったことや問題点 ■道路に求められる機能

総回答数:12,273票
総回答数: 9,947票
総選択数:11,826個

総回答数: 9,878票
総選択数:17,317個

総回答数:10,821票
総選択数:25,787個

～第１回アンケート調査結果～（及位～上院内）

５

案

①

■整備イメージ

R13

サービス速度80km/h

院内道路主寝坂道路

自動車専用道路

案

②

■整備イメージ

R13

サービス速度60km/h
院内道路主寝坂道路

自動車専用道路

高規格(事業中)

高規格(供用中)

一般国道

主要地方道

一般県道

凡 例
集落

雄勝峠スギ植物群落保護林

加無山県立自然公園（第2種地域）

加無山県立自然公園（第3種地域）

加無山県立自然公園（普通地域）

鳥獣保護区

0                 5,000  10,000 0                 5,000        10,000

事故の発生割合が高い箇所

全面通行止め発生箇所

(H15-H24)

雪庇処理が必要な箇所

防災点検要対策箇所

全線で新たに自動車専用道路を整備する案

現道課題が多い箇所は一般道バイパスを整備し、一部現道を改良する案

※上記はあくまで整備イメージであり、確定したものではないため、今後具体的な構造・形状について検討

※上記はあくまで整備イメージであり、確定したものではないため、今後具体的な構造・形状について検討

0                 5,000        10,000

評価項目
自動車専用道路

（サービス速度80km/h）
一般道路

（サービス速度60km/h）

項目 指標
【案①】全線新設案
（延長＝約７ｋｍ）

【案②】新設＋現道改良案
（延長＝約７ｋｍ）

政
策
目
標

冬期交通環境の改善
雪庇処理などの

交通規制

・雪庇処理箇所を回避可能。

⇒軽減が大きい

・雪庇処理箇所を回避または改良。

⇒軽減が大きい

信頼性の高い道路
ネットワークの確保

事故・災害による
通行止めの影響
（待機や迂回）

・迂回路として機能

⇒影響が大きく改善

・部分的に迂回路として機能

⇒影響が緩和

医療施設への速達性
の向上、安静搬送の
実現

医療施設までの搬送
時間や患者への負担
(信号交差点の影響)

・交差が制限される自動車専用道路を整備

⇒効果が大きく見込める

・現況とほとんど変わらない

⇒効果はさほど見込まれない

地域連携の強化
による観光流動等
の活性化

観光地への立寄箇所や
滞在時間の増加

(広域的な時間短縮等)

・時間短縮が大きく、定時性が向上

⇒増加が見込まれる

・時間短縮が小さく、定時性はあまり変わ
らない

⇒増加はさほど見込まれない

安全な道路環境の
確保

交通事故の発生リスク
・自動車専用道路と現道で交通を分散

⇒軽減が大きい

・現道と交通を分散するが、一部残る

⇒軽減が望める

道
路
整
備
に
よ
る
影
響

生活環境 沿道家屋への影響
・集落等を回避

⇒影響が小さい

・集落等を回避

⇒影響が小さい

自然環境 自然の改変
・全線において道路を新設

⇒改変がある

・現在の国道を改良する区間がある

⇒改変は小さい

早期効果の発現 発現の時期 ・部分的な効果発現が困難 ・開通したところから効果発現が見込める

工事の影響 現道交通への影響
・現道での規制が少ない

⇒影響はほとんどない

・現道の改良に伴い規制が発生

⇒影響が大きい

コスト 整備に要する費用 約２８０～３３０億円 約１００～１５０億円

全体の約4割が
概ねの利用



下院内～雄勝こまち間の 概ねのルート帯（案）

【案①】全線新設案

延 長 約 ４ｋｍ 構 造 サービス速度８０ｋｍ/ｈ（自動車専用道路） 費 用 約８０～１３０億円

【案②】現道改良案

延 長 約 ４ｋｍ 構 造 サービス速度６０ｋｍ/ｈ（一般道路） 費 用 約６０～１１０億円

６

高規格(事業中)

高規格(供用中)

一般国道

主要地方道

一般県道

凡 例

及位～上院内 院内道路（事業中）

L=3.0㎞
3,275台/日

下院内～雄勝こまち 湯沢横手道路（開通済）

L=29.0㎞

東山Tn
L=300m

4,551台/日

横堀バイパス

山口Tn
L=296m

雄勝こまちＩＣ

至 大崎

13

108

108

13

8,253台/日

ＪＲ横堀駅

案

①

■整備イメージ

至

山
形

至 由利本荘

秋田県

湯沢市

案

②

及位～上院内 院内道路（事業中）

L=3.0㎞

至

秋
田

3,275台/日

下院内～雄勝こまち 湯沢横手道路（開通済）

L=29.0㎞

東山Tn
L=300m

4,551台/日

横堀バイパス

山口Tn
L=296m

雄勝こまちＩＣ

13

108

108

13

8,253台/日

ＪＲ横堀駅

至 大崎

至

山
形

至 由利本荘

秋田県

湯沢市

■整備イメージ

至

秋
田

集落

鳥獣保護区

湯沢市役所
雄勝庁舎

横堀小学校

雄勝高校

雄勝
中学校 道の駅

おがち

湯沢市役所
雄勝庁舎

横堀小学校

雄勝高校

雄勝
中学校

道の駅
おがち

須川ＩＣ

須川ＩＣ

事故の発生割合が高い箇所

全面通行止め発生箇所

(H15-H24)

雪庇処理が必要な箇所

防災点検要対策箇所

全線で新たに自動車専用道路を整備する案

現道を改良（一部交差点立体化）する案

自動車専用道路R13

サービス速度80km/h

湯沢横手道路院内道路 R108役内川

※上記はあくまで整備イメージであり、確定したものではないため、今後具体的な構造・形状について検討

サービス速度60km/h

R13

湯沢横手道路院内道路
R108

自動車専用道路

※上記はあくまで整備イメージであり、確定したものではないため、今後具体的な構造・形状について検討

■２つの案の比較

評価項目
自動車専用道路

（サービス速度80km/h）
一般道路

（サービス速度60km/h）

項目 指標 【案①】全線新設案（延長＝約４ｋｍ）【案②】現道改良案（延長＝約４ｋｍ）

政
策
目
標

冬期交通環境の改善
雪庇処理などの

交通規制
・雪庇処理箇所を回避可能

⇒軽減が大きい

・雪庇処理箇所を改良

⇒軽減が大きい

信頼性の高い道路
ネットワークの確保

事故・災害による
通行止めの影響
（待機や迂回）

・迂回路として機能

⇒影響が大きく改善

・新たな道路は構築されない

⇒影響は残る

医療施設への速達性
の向上、安静搬送の
実現

医療施設までの搬送時間
や患者への負担

(信号交差点の影響)

・交差が制限される自動車専用道路を整備

⇒効果が大きく見込める

・一般道路だが交差点を立体化

⇒効果が見込める

地域連携の強化
による観光流動等
の活性化

観光地への立寄箇所や
滞在時間の増加

(広域的な時間短縮等)

・時間短縮が大きく、定時性が向上

⇒増加が見込まれる

・時間短縮が小さく、定時性はあまり変わ

らない

⇒増加はさほど見込まれない

安全な道路環境の
確保

交通事故の
発生リスク

・自動車専用道路と現道で交通を分散

⇒軽減が大きい

・課題箇所で交差点を立体化

⇒軽減が大きい

道
路
整
備
に
よ
る
影
響

生活環境 沿道家屋への影響
・集落等を回避

⇒影響が小さい

・沿線の集落等を拡幅等により改良

⇒影響がある

自然環境 自然の改変
・全線において道路を新設

⇒改変がある

・全線で現在の国道を改良

⇒改変は小さい

早期効果の発現 発現の時期 ・部分的な効果発現が困難 ・開通したところから効果発現が見込める

工事の影響 現道交通への影響
・現道での規制が少ない

⇒影響はほとんどない

・現道の改良に伴い規制が発生

⇒影響が大きい

コスト 整備に要する費用 約８０～１３０億円 約６０～１１０億円

毎日, 6% 週に数回

程度, 8%

月に数回

程度, 

30%

ほとんど

利用しな

い, 46%

利用した

ことがな

い, 9%

無回答, 

2%

6,849

5,723

3,929

3,753

3,474

1,558

93   (0%)

   (6%)

   (14%)

   (15%)

   (15%)

   (23%)

   (27%)

0 5,000 10,000

冬期の影響を受けにくい

事故が少なく安心できる

最短時間で結ぶ
　　　　物流経路の確保

災害等で通行止めに
　　　　　　　　　なりにくい

観光交流を促進する

救急病院に早く行ける

その他

6,045

3,676

2,374

2,131

1,063

133   (1%)

   (7%)

   (14%)

   (15%)

   (24%)

   (39%)

0 5,000 10,000

目的地までの時間がかかる
（冬期速度低下）

冬期の走りにくさ

交通事故のリスクが高い

除排雪等による
　　　　　　　車線規制が多い

通行止めが多い

その他

7,266

1,986

1,871

680

383

276   (2%)

   (3%)

   (5%)

   (15%)

   (16%)

   (58%)

0 5,000 10,000

観光・レジャー

家事・買物

業務（営業・運送）

通勤・通学

通院

その他

７

■利用頻度 ■利用目的

■困ったことや問題点 ■道路に求められる機能

総回答数:12,294票
総回答数:10,013票
総選択数:12,462個

総回答数: 9,555票
総選択数:15,422個

総回答数:10,746票
総選択数:25,379個

～第１回アンケート調査結果～（下院内～雄勝こまち）

0                 5,000            10,000 0      5,000              10,000

全体の約4割が
概ねの利用

0      5,000              10,000



昭和～金山 及位～上院内 下院内～雄勝こまち

問３

□１ □２ □３

□４ □５ □６

□７ □８ □９

□１０ □１１

□１ □２ □３

□４ □５ □６

□７ □８ □９

□１０ □１１

□１ □２ □３

□４ □５ □６

□７ □８ □９

□１０ □１１

問４

問５

問６

昭和～金山 及位～上院内 下院内～雄勝こまち

問１

□１ □２ □３

□４ □５

□１ □２ □３

□４ □５

□１ □２ □３

□４ □５

問２

□１ □２ □３

□４ □５

□６

□１ □２ □３

□４ □５

□６

□１ □２ □３

□４ □５

□６

０１２８７９０

あなたについてお聴かせください

年齢
□１０代 □２０代 □３０代 □４０代

□５０代 □６０代 □７０代以上

職業

会社員 ・ 公務員 ・ 自営業

学生 ・ 主婦 ・ 無職

その他（ ）

性別

男

・
女

住所

［ ］ 都 ・ 道 ・ 府 ・ 県

［ ］ 市 ・ 町 ・ 村

地区名［ ］

運転
免許

□あり □なし

※個人情報を同意なく第三者に開示・提供することはありません。
（法令により開示を求められた場合を除きます。）

ご協力お願いいたします。

昭和～金山 及位～上院内 下院内～雄勝こまち

問１
□１ □２ □３

□４ □５

□１ □２ □３

□４ □５

□１ □２ □３

□４ □５

問２

□１ □２ □３

□４ □５

□６

□１ □２ □３

□４ □５

□６

□１ □２ □３

□４ □５

□６

※１つ選ぶ

※複数回答可

⇒裏面に続きます

アンケート回答欄
※区間別に３区間についてお答え下さい。

秋田県湯沢市関口字上寺沢６４－２

国土交通省 東北地方整備局
湯沢河川国道事務所

調査第二課 行

（返信用ハガキ／表面）

下の返信用ハガキの表面、裏面にご記入の上、ご
返信ください。アンケート質問は裏面にあります。
ハガキを切り離してから回答をご記入ください。

◆返信方法 ※下記のいずれかで返信ください。

①お近くの郵便ポストに投函してください。
②国道事務所、市町村役場、道の駅（尾花沢）等

の回収ボックスに投函してください。

◆締め切り

平成２６年７月７日までにお願いします。

アンケートに関するお問い合わせ先

【山形県】
国土交通省 山形河川国道事務所 調査第二課

担当：橋本（はしもと）、杉山（すぎやま）

TEL：023-688-8940 FAX：023-689-1081

ご協力ありがとうございました。

【秋田県】
国土交通省 湯沢河川国道事務所 調査第二課

担当：渡辺（わたなべ）、加藤（かとう）

TEL：0183-73-5559 FAX：0183-72-2488

✓✓

✓ ✓
✓ ✓ ✓

✓

✓

✓
✓

✓

✓
✓

✓ ✓
✓

✓

＜アンケート回答例＞
・□にはレ点をご記入下さい。

・その他を選択した場合は［ ］内に詳細をご記入下さい。

・自由回答欄には、ご自由にご意見をご記入下さい。

・回答は、区間別に３区間についてお答え下さい。

東北中央自動車道

（昭和～金山、及位～上院内、下院内～雄勝こまち）における

計画検討に関するアンケート【第２回】

しょうわ かねやま のぞき かみいんない しもいんない おがち

※自由記述

※３つ選択

※自由記述

※自由記述

⇒表面からの続きです

※区間別に３区間についてお答え下さい。

⇒裏面に続きます

アンケート回答欄
※区間別に３区間についてお答え下さい。

※１つ選ぶ

※複数回答可

□□□・・・・ △△△・・・・

○○○・・・・ ×××・・・・同左

○○○・・・・

ご協力ありがとうございました。

１

差出有効期間
平成26年7月31日まで

切手を貼らずに
お出しください。



■問１ 国道１３号（対象区間）をどのぐらいの頻
度で利用しますか？ ※１つ選ぶ

１．毎日 ４．年に数回程度

２．週に数回程度 ５．利用したことがない

３．月に数回程度

■問２ 国道１３号（対象区間）の主な利用目的は
何ですか？ ※複数回答可

１．通勤・通学 ４．業務(営業・運送等)

２．通院 ５．観光・レジャー

３．家事・買物
６．その他
※回答欄の〔 〕内にご記入下さい

■問４ 問３でチェックした項目について、今後具
体的なルートを検討する際に配慮すべき事
項があれば、具体的にお聴かせ下さい。

回答欄にご記入下さい。

■問６ これまでの質問以外に、ご意見がありまし
たらお聴かせ下さい。

回答欄にご記入下さい。

■問５ インターチェンジなどの連絡位置を計画す
る際、どのような事に配慮すべきと思いま
すか。

回答欄にご記入下さい。

＜ アンケート 質問 ＞

■問３ 今回、複数のルート帯案を検討しています
が、地域にとって望ましい案を選ぶ際に重
視すべき項目はどれだと思われますか？
※３つ選ぶ

１．降雪や凍結、除雪・排雪作業の影響を受け
にくいこと

２．事故災害による通行止めや広域迂回が起き
にくいこと

３．救急患者に負担なく、救急病院に早く行ける
こと

４．周辺の観光地を結び目的地に早く行けること

５．交通事故が少なく安全に走行できること

６．沿道家屋へ影響が少ないこと

７．自然環境への影響が少ないこと

８．段階的にでも整備の効果が望めること

９．工事に伴う規制の影響が少ないこと

10．建設費が安いこと

11．その他 ※回答欄の〔 〕内にご記入下さい

ご協力ありがとうございました。

（返信用ハガキ／裏面）

昭和～金山 及位～上院内 下院内～雄勝こまち

問３

□１ □２ □３

□４ □５ □６

□７ □８ □９

□１０ □１１

□１ □２ □３

□４ □５ □６

□７ □８ □９

□１０ □１１

□１ □２ □３

□４ □５ □６

□７ □８ □９

□１０ □１１

問４

問５

問６

⇒表面からの続きです
※区間別に３区間についてお答え下さい。

※自由記述

※３つ選択

※自由記述

※自由記述

※こちらは裏面（表面からの続き）です。

＜アンケート回答方法＞

・本紙表面のアンケート回答例をご確認のうえ、ご記入ください。

・□にはレ点をご記入下さい。

・その他を選択した場合は下の［ ］内に詳細をご記入下さい。

・自由回答欄には、ご自由にご意見をご記入下さい。

世帯配布のアンケートは、各世帯１部の送付としております。
さらにご協力頂ける場合は、お手数ですがアンケート票をお近くの市町村役場などにも設置しておりますので、そちらを

ご利用頂くか、インターネットからの回答も可能となっております。

●第１回アンケート調査等において、地域の皆様
が感じる現道課題や道路整備の必要性が確認さ
れました。

今回、整備を行う道路のルート帯案を検討し、
複数提示しております。
複数のルート帯案から最適案やインターチェン
ジなどの出入りの位置を検討していく上で、配
慮すべき事項などについてご意見等をお聴きす
るものです。

今後の道路整備へのご意見等をお答え下さい。
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